
No. 1136 

ア
ー
チ

日
本
最
長

日本道路公団上田工事事務所などは、上信

越自動車道と神川橋(殿城・上野問、714.5m)
の工事への理解を深めてもらうため、このほ

ど0A殿城支所内に資料室「神川橋インフォ

メーション」を開設しました。同資料室には、

連続アーチ橋としては日本で最長の神川橋の

300分のlの模型 C3.2mxl.2m)や工程写真
の展示のほか、工事パンフレットも用意され

ています。開設時間は、月曜から金曜のうち

午前9時から午後5時までで、自由に見学が

できます(ただし、土曜・日曜・祭日は休み)。

なお、神川橋の完成は平成7年11月、よ信越
自動車道佐久・更埴聞の開通は平成9年度の
予定です。

データ (9月111現住)

〈この広報紙は再生紙を使用しています〉
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'
ご
む
手
づ
く
り
の
街

十~一秒
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
暮
ら
し

犬
に
移
り
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
o

v
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に

々
が
、
心
に
ゆ
と
り
と
安

暮
ら
し
を
求
め
て
、
街

す
て
き
た
ニ
と
を
物
語

こ
う
し
た
街
づ
く
り

ぎ
、
秋
和
柿
ノ
木

理
と
い
う
手
法

い
豊
か
な
環
境

築
き
上
げ
よ

秋
和
柿
ノ
木
地
区
(
面
積
五
・
九

ヘ
ク
タ
ー

ル
)
は
、
上
田
市
の
西
部

に
位
置
し
、
周
辺
は
卸
売
団
地
や
工

業
利
用
地
に
固
ま
れ
、
地
区
の
大
部

分
が
農
地

t
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
宅
地
化
の
影
響
も
少
な
く
、
用

途
地
域
に
つ

い
て
は
準
工
業
地
域
の

指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
現
在
の
地

区
人
口
は
三
人
(
地
権
者
は
他
の
秋

和
地
区
な
ど
仁
居
住
)
、
て
、
秋
和
上

堀
線
沿
線
に
数
戸
の
工
場
と
宅
地
が

立
地
し
て
い
ま
す
。

J
R
上
田
駅
ま

で
約
三
キ
ロ
の
距
離
闘
に
あ
り
、
数

年
後
北
陸
新
幹
線
が
地
区
の
南
側
を

東
西
に
横
切
る
こ
と
に
な
り
、
地
区

の
土
地
利
用
に
大
き
く
影
響
す
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
加
え
て
、
同
地

区
地
権
者
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
な
ど
と
い
っ
た
課

題
を
抱
え
て
お
り
、
「
自
分
た
ち
の

土
地
は
自
分
た
ち
で
考
え
よ
う
」
主

平
成
元
年
よ
り
区
画
整
理
に
対
す
る

研
究
を
始
め
ま
し
た
。

7 広報うえだ5.10. 

勉
強
会
や
視
察
な

E
を
通
し
て
、

公
挟
施
設
(
公
闇
、
道
路
、
水
路
)

の
整
備
や
個
々
の
土
地
の
有
効
活
用

と
面
的
整
備
を
総
合
的
に
実
施
で
き

る
土
地
区
画
整
理
事
業
が
最
も
良
い

方
法
と
考
え
、
こ
の
八
月
三
十
日
に

は
上
岡
市
柿
ノ
木
土
地
区
画
整
理
組

合
の
設
立
総
会
(
小
林
惣
次
理
事
長
・

組
合
員
五
十
人
)
が
開
催
さ
れ
ま
し

た

1
写
真
右

l
。

市
と
し
て
も
、
今
後
周
辺
施
設
の

住
宅
地
の
受
け
皿
と
し
て
整
備
し
て

い
く
計
画
、
で
す
。

今
凶
ス
タ
ー
ト
す
る
区
画
整
理
事

業
は
、
上
田
市
に
と
っ
て
、
昭
和
三

十
七
年
の
産
業
道
路
(
現
国
道

一
八

回
玄
関
通
に
伴
い
材
木
町
の

一
部
が

実
施
さ
れ
て
以
来
、
て
、

実
に
三
十
年

ぶ
り
の
復
活
と
い
え
ま
す
。
総
事
業

費
は
六
億
向
で
、
組
合
員
の
総
意
に

よ
り
行
わ
れ
(
組
合
施
行
)
、
よ
り

よ
い
生
活
環
境
づ
く
り
と
将
米
の
子

ど
も
た
ち
に
感
謝
さ
れ
る
よ
う
な
「街

づ
く
り
」
が
実
現
で
き
る
よ
う
平
成



九
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
「
土
地
区
画
整
理
と

は
何
か
」
次
に
共
体
的
仁
説
明
し
ま

す。-
土
地
区
画
整
理
と
は
何
か

区
画
整
理
は
、
そ
こ
に
住
む
皆
さ

ん
自
身
の
「
手
づ
く
り
の
街
づ
く
り

事
業
」
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
全
体
を
考
え

て
道
路
や
公
闘
を
配
置
し
、
上
下
水

道
等
も
整
備
し
て
、
よ
り
よ
い
生
前

環
境
を
も
っ
た
新
し
い
憩
い
の
場
を

つ
く
り
上
げ
ま
す
。
普
通
な
ら
何
十

年
も
か
か
る
こ
と
が
比
較
的
短
期
間

で
で
き
、
街
が
劇
的
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

-
な
ぜ
、
区
画
整
理
な
の
か

現
代
は
都
市
化
の
時
代
。
都
市
に

人
口
が
集
ま
る
に
つ
れ
て
、
い
た
る

と
こ
ろ
で
宅
地
問
先
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
小
規
模
で
無
秩
序
な

開
発
は
環
境
の
悪
化
を
招
き
、
災
害

が
発
生
し
て
も
緊
急
自
動
車
さ
え
入

れ
な
い
よ
う
な
住
み
に
く
い
街
を
形

成
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め

に
は
、
既
に
そ
活
環
境
が
悪
化
し
つ

つ
あ
る
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
市

街
化
の
進
脱
が
「
州
心
さ
れ
る
地
域
で

も
、
で
き
る
だ
け
学
〈
区
同
繋
理
を

行
う
司
』

t
が
最
良
で
効
果
的
な
方
法

な
の
で
す
。

-
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
か

区
画
艶
理
は
「
都
市
計
画
の
母
」

と
言
わ
れ
、
日
本
の
都
市
計
画
の
主

流
を
な
し
て
い
ま
す
が
、
区
画
整
理

を
行
っ
た
場
A
N
、
.
般
的
に
次
の
よ

う
な
効
浪
が
あ
り
ま
す
。

①
対
象
と
な
る
地
域
守
、
制
い
期
間

で

一
体
的
に
整
備
、
で
き
る
た
め
、
ま

ち
が
劇
的
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

②
宅
地
の
形
が
整
担
さ
れ
て
、
こ
れ

ま
で
の
上
地
よ
り
も
ず
っ
と
使
い
や

す
く
な
り
、
宅
地
と
し
て
の
利
用
側

値
が
上
が
り
ま
す
。

③
道
路
や
公
園
は
、
み
ん
な
が
土
地

念
公
平
に
出
し
合
っ
て
整
備
す
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
平
等
な
負
抱
に
よ
っ

て
、
市
γ
咋
に
利
怖
を
受
け
る
こ

t
に

な
り
ま
す
。

④
広
い
道
路
や
公
閣
の
整
備
に
よ
っ

て
防
災
面
で
の
安
全
性
が
高
ま
り
、

上
下
水
道
等
の
強
備
に
よ
っ
て
快
適

で
住
み
よ
い
街
が
で
き
ま
す
。

-
事
業
は
だ
れ
が
す
る
の
か

府
一
日
州
張
型
は
、

k
地
の
所
有
打
が

円
分
で
行
う
も
の
(
例
人
施
行
)
、

七
地
の
所
有
者
が
七
人
以
上
共
同
し

て
行
う
も
の
(
組
合
施
行
)
、
市
町

村
や
都
道
府
県
が
行
う
も
の
{
公
共

川
体
施
行
}
な
ど
に
分
け
ら
れ
ま
す

が
、
現
花
で
は
組
合
お
よ
び
公
共
同

体
が
行
う
事
業
が
大
部
分
を
占
め
て

い
ま
す
。

秋
和
柿
ノ
木
地
区
で
は
、
組
合
施

行
の
民
同
整
瑚
と
な
り
ま
す
。

-
事
業
の
費
用
は
だ
れ
か
?

区
画
整
理
に
か
か
る
費
用
は
、
組

合
施
行
の
場
合
、
組
合
員
が
負
相
す

る
の
が
原
則
で
す
。
公
平
に
仁
地
を

出
し
合

っ
て
生
み
川
し
た
保
留
地
を

売
却
し
て
、
そ
の
代
金
を
財
滅
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、

一
定
の
用
件
を
満

た
す
地
区
に
つ
い
て
は
、
市
が
事
業

伐
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
同
の
補
助
金
な
ど
が

交
付
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

市
施
行
の
場
合
は
、
一
般
的
に
国

の
補
助
金
、
市
の
負
担
金
、
保
留
地

処
分
金
に
よ
っ
て
事
業
が
進
め
ら
れ

ま
す
。

“よりよい"
環境づくりを

き
っ
か
け
は
平
成
元
年

の
水
路
改
修
。
柿
ノ
木
地

籍
に
入
る
と
、
土
水
路
の

た
め
深
く
、
埋
め
立
て
な

ど
に
ぱ
く
大
な
費
用
が
か

-
個
人
の
土
地
は
ど
う
な
る

M
n日
間
整
聞
を
行
う
前
の
ヒ
地
(
従

前
の
よ
地
)

の
代
わ
り
に
、
新
し
く

で
き
た
道
路
仁
耐
し
て
換
地
が
定
め

ら
れ
ま
す
。

換
地
は
、
原
則
と
し
て
従
前
の
土

地
の
近
く
で
、
同
じ
よ
う
な
粂
件
の

場
所
に
定
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
、

土
地
の
利
問
増
進
に
応
じ
て
.
部
を

出
し
合
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
所
有

す
る
土
地
の
面
積
が
減
る
、
』
p
と
じ
な

り
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
に
、

土
地
の

形
状
は
良
く
な
り
、
環
境
も
盤
っ
て

宅
地
と
し
て
の
利
川
価
制
が

t
が
り

ま
す
。

-
街
づ
く
り
は
未
来
を
築
く

世
の
中
の
変
遷
と
共
に

絶
え
ず 締ノ木土地区吾聾理組合

理事長小林惣次さん

か
る
-
』
と
が
わ
か
っ
た
た
め
。

ぞ
れ
な
ら
ば
、
思
い
切
っ
て
区

画
整
理
を
し
て
、
宅
地
と
と
も

に
水
路
、
道
路
も
整
備
し
た
ら

ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
九
割
が
田
ん
ぼ
の
た

め
、
施
行
す
る
に
は
条
件
と
し

て
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

今
後
、
市
や
関
係
機
関
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
、
よ
り
よ
い

生
活
環
境
づ
く
り
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
れ
ば
幸
せ
で
す
。

変
化
し
て
き
た
街
。
人
々
が
求
め
る

街
の
イ
メ
ー
ジ
も
、
単
に
物
理
的
な

住
み
や
す
き
に

t
Eま
ら
ず
、
視
覚

的
、
感
覚
的
に
も
優
れ
た
安
ら
ぎ
の

場
へ
と
多
織
化
し
て
き
で
い
ま
す
。

区
幽
整
理
は
街
づ
く
り
の
第
.
歩

で
す
が
、
区
画
整
理
が
完
成
し
た
だ

け
で
は
、
街
づ
く
り
が
完
成
し
た

t

は
言
え
ま
せ
ん
。
街
は
、
住
む
人
々

に
よ
っ
て
、
日
々
成
長
し
て
い
く
も

の
で
す
。
ぽ
一
画
整
理
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
街
が
、

E
う
成
長
し
て
い
く
か

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
そ
こ
に
住
ま

う
人
々
の
手
仁
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

街
づ
く
り
は
、
未
米
を
築
く
こ

t

に
つ
な
が
り
ま
す
。
私
た
ち
の
手
で
、

緑
豊
か
な
美
し
い
上
回
市
ぞ
つ
く
り

上
げ
ま
し
ょ
う
。
次
代
へ
の
贈
り
物

と
し
て
:
・。

マ
都
市
開
発
標
(
内
線
1
5
7
1
)

7 10. 広範うえだ5.[31 



広
聴
会
の
開
催
や

提
案
の
募
集
も
f

市
民
の
声
を
反
映

総
合
計
画
は
、
単
に
行
政
の
指
針

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ

ん

一
人
ひ
と
り
が
地
方
自
治
行
政
の

主
体

t
し

τの
立
場
を
自
覚
し
、
「
ま

ち
づ
く
り
」
に
積
極
的
に
参
加
し
て

も
ら
う
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
戸

を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
反
映
し
た
計
画
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

と
ら
え
、
ご
意
見

・
ご
要
望
を
お
聞

き
し
ま
す
。

-
総
合
計
画
審
議
会

審
議
会
条
例
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
委
員
(
小
山
正
俊
委
員

長

・
三
十
人

1
下
表

1
)
で
、
総
合

計
画
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、

市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
し
、

次代の上回を担う子どもたちのために・・・

( 9月19日、東小学校の運動会で)

[4] 

れ
あ
い
の
里

公
園
が
完
成

7 10. 

九
月
定
例
市
議
会
が
、
九
月
七
日

か
ら
二
十
四
日
ま
で
十
八
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
平
成

五
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
十
八
議

案
が
提
案
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
市
長

提
案
説
明
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

広報うえだ5.

-
医
療
問
題

市
医
療
協
議
会
か
ら
の
中
間
報
告

(
六
月
)
を
噂
重
し
、
固
に
陳
情
・

要
請
し
ま
し
た
。
国
は
「
地
元
の
要

望
は
実
施
計
画
に
盛
り
込
む
よ
う
努

力
す
る
が
、
具
体
的
な
計
画
は
後
医

療
と
セ
ッ
ト
で
進
め
た
い
。
小
県
・

上
旧
市
と
し
て
も
後
医
療
の
確
保
に

い
っ
そ
う
の
努
力
を
」
と
の
意
向
を

示
し
て
お
り
、
市
で
も
今
後
働
き
か

け
て
い
く
考
え
で
す
。

圃
高
速
交
通
網
の
整
備

上
信
越
自
動
車
道
は
、
用
地
買
収

も
最
終
段
階
を
迎
え
、
(
仮
称
)
太

郎
山
ト
ン
、
1
f

ル
、
神
川
橋
な
ど
の
建

設
工
事
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま

す
。
一

日
も
早
h
w

供
用
開
始
を
目
指

し
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
の
建
設
は
、
今
後
用

地
の
契
約
調
印
が
進
み
、
市
街
地
で

の
高
架
橋
等
の
建
設
工
事
が
展
開
さ

れ
る
見
通
し
に
。
駅
舎
外
装
に
つ
い

て
は
、
鉄
道
建
設
公
開
側
は
「
よ
り

グ
レ
ー
ド
の
商
い
外
装
を
希
望
す
る

場
合
は
全
額
地
方
負
担
」
と
し
て
お

り
、
今
後
地
方
負
担
の
方
法
な
ど
含

め
、
外
装
に
つ
い
て
械
討
を
進
め
ま



• 
市
長
に
佐
川
巾
し
ま
す
。

・
策
定
委
員
会

総
合
計
州
第
主
に
閲
す
る
事
項
ぞ

調
査
研
究
す
る
た
め
、
審
議
会
に
間

か
れ
ま
す
。

-
市
民
広
聴
会
な
ど

此
持
山
以
の
山
山
い
さ
ん
の
山
を
お
聞

き
し
、
総
A
H
U
H
州
に
反
映
さ
せ
る
と

と
も
に
、
市
政
に
付
す
る
理
解
を
得

る
こ
と
を

H
的

t
し
ま
す
。

山
地
以
別
市
民
広
聴
会

地

.K別
に
什
川
以のい日刊
K
T
お
聞
き
す

る
た
め
実
施
し
ま
す

凶
作
界
附
附
別
市
民
仏
聴
会

諸
問
体
、
青
年
、
尚
齢
者
な

E
を
対

象
と
し
て
広
聴
会
を
実
施
し
ま
す
。

閉
ま
ち
づ
く
り
川
体
愁
品
会

市
内
で
市
川
別
し
て
い
る
ま
ち
づ
く

り
肉
体
と
の
懇
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

ω市
内
在
住
外
閑
人
懇
談
会

市
内
で
供
吊
し
て
い
る
外
国
人
と

の
懇
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

問
介
化
以
行
部
議
会

上
川
市
川
身
の
点
以
打
を
中
心
と

し
て
懇
談
会
そ
実
施
し
ま
す
。

-
ま
ち
ゆっく
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

総
合
計
同
に
市
民
の
ま
ち
づ
く
り

に
付
す
る
ぷ
識
b
E
把
射
し
以
映
さ
せ

る
た
め
、
ぃ
巾
以
ぷ
品
調
任
な
ど
句
作
Mm

ア
ン
ケ
ー
ト
訓
百
合
・
実
施
し
ま
す
。

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

上
旧
市
の
現
況
や
ヰ
米
展
望
を
考

え
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
な
識
の

向
上
を
同
る
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

マ

と

き

卜

一
月
八
日
間

こ

ろ

ト
.
川
例
造
館

-
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
等
の
募
集

川
市
民
全
対
象
に
将
米
の
ま
ち
づ
く

り
仁
対
す
る
舵
・
f
n
を
持
集
し
ま
す
(
ド

記
)。
凶
小
学
六
年
止
し
を
対
象
に
絵
の
拡
集

を
し
ま
す
。

ω小
学
.. 年
生
を
付
集
に
作
文
の
必

集
そ
し
ま
す
。

ヂ
な
お
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後

随
時
羽
催
し
て
い
き
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

マ
と

吾
一
回

/
J

提
す
の
ま
へ
い

も
り
て

円
一く
し

均
づ
ち

以

td
償
問

お
$
小
指
w

合
同
課
(
内
線
1

2
2
1
・
1
2
2
2
)

上田市では、今年度から「第三次上田市

総合計画」策定に取り組み始めました。こ

の総合計画策定にあたり、市民の皆さんの

声をじゅうぶん反映した計画づくりを目指

すため、次により「まちづくりに対する提

言Jを募集します。

ロ応募内容 まちづくりに関することなら

何でもけっこうです。400字詰め原稿用紙5
枚以内とします。末尾に住所、氏名、電話

番号を記入してください。

ロ搭募資格 上田市民、または市内への通

勤者・通学者を対象とします また、団体、

グループでの応募も対象とします。

ロ募集期限平成6年3月31日制
ロ応募方法市役所企画課(干386よ田市

大手|ー11ー16)へ郵送してください。

口問い合わせ 企画課(内線1221・1222)

-

0
 

4
9
 
・
農
林
難
の
娠
輿

室
白
地
区
の
地
品
川
…

-m利
川
は
、
モ

デ
ル
試
験

ハ
ウ
ス
に
よ
る
花
き
、
野

菜
等
の
試
験
段
培
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
地
区
に
多
目
的

巡
副
総
設
を
ぷ
抗
す
る
号
え
で
す

卸
υ
川
市
場
卸
円
以
備
作
川
州
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
倒
係
朽
と
の
訴
し
A
H

い
会

更
に
続
け
、
理
解
守
得
る
べ
く
努
力

し
ま
す
。

-
県
営
上
回
リ
サ
ー
チ
パ

1
ク

じ
川
に
は
オ
ル
ガ
ン
針
側
の
進
出

が
決
定
-
引
き
続
き
掛
る
Mm
川
の
必

欽
に
労
力
し
ま
す
。

リ
サ
ー
チ
パ
1
ク
内
に
建
設
さ
れ

る
(
仮
称
}
田
町
立
職
業
能
力
開
発
罰

則
大
学
校
は
、
平
成
七
年
四
川
開
校

の
F
定
で
す
。

ま
た
、
総
山
地
域
に
計
州
し
た
例

泊
の
市
州
事
業
は
、
初
年
山
と
し
て
遊

歩
道
、
あ
ず
ま
ゃ
な
ど
の
幣
備
を
，
す

定
し
て
い
ま
す
。

-
観
光
事
業
の
推
進

元
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
ふ
れ
あ

い
の
巴
終
備
事
業
は
、
昨
年
の
堀
川

の
舶
の
完
成
に
引
き
続
き
、
隣
愉
悦
し

て
市
川
予
を

一
明
で
き
る
「
ふ
れ
あ

い
の
旦
公
闘
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
別
所
温
泉
の
環
境
整
備
卒

業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
湯
け
む
り

欣
涼
造
幣
備
併
業
は
今
年
度
か
ら
清

子
し
ま
す
。

7 10. 広報うえ定5.[5] 
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ノλパ

ゆ?
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L一一

州
松
本
村
か
ら
分
村
し
て
.
小
川
村
が
で
き
た

の
は
、
今
か
ら
二
一行
h

ハ
ト
八
午
前
の
完
永
・
.
年
の

唱
」
と
で
し
た
。
石
川
内

t
い
う
地
夕
刊
は
六
く
か
ら
石

神
地
毘
だ
け
で
お
祭
り
を
し
て
い
る
石
上
布
留

社
(
い
し
が
み
ふ
る
し
ゃ
)
に
市
川
米
す
る

t
い

う
説
が
あ
り
ま
す
(
龍
野
常
市
一
「
石
神
」
)
。

こ
の
神
社
は
奈
良
の
石
上
{
い
そ
の
か
み
)

神
山
の
分
配
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
祭
神

は
川
川
家
制
州
議
の
神
で
あ
る
こ
と
か
ら

.hM仰
の
開

拓
と
鋭
守
の
社
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

江

.r時
代
を
辿
じ
て
石
川
仰
と
い
う
村
れ
に
変

民
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
明
治
八
年
に
石

神
ほ
か
.
・
一村
が
作
併
し
て
十
H
安
竹
村
と
な
り
ま

し
た
。
古
代
塩
川
地
方
は
安
宗
郷
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
名
に
ち
な
ん
で
村
の
名

と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ち
な
み
仁
、
石
神
に

鎖
略
す
る
源
訪
大
川
神
が
安
曲
H

神
社
と
改
称
さ

れ
た
の
は
文
政
問
年
の
・
』
と
で
し
た
。

石
川
に
は
ァ
レ
八
六
の
搾
」
と
い
う
い
け
川
さ
で
，卜

メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の

.h本
が
あ
り
ま
す
。
樹
齢
千

村 ゆ~

2の大木といわれる大穴の機。ニの辺りの地名も「大六Jという県内でも 1、

[6] 7 

託
児
施
設
の
設
置
・
運
営
に

助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

10. 広報うえ定5.

労
働
者
が
そ
の
能
力
を
有
効
に
発
揮
し
、
充

実
し
た
職
業
生
活
を
営
む
・
』
と
が
で
き
る
よ
う
、

仕
併

t
家
庭
の
両
立
の
た
め
の
環
境
を
務
備
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

労
働
省
で
は
、
乳
幼
児
を
持
つ
岨
械
が
安
心
し

て
働
く
こ

t
が
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
事
業
所

内
に
託
児
施
設
を
設
情

・
運
常
す
る
事
業
主
な

E
に
対
し
て
、
助
成
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

マ
助
成
額
事
業
所
内
託
児
施
設
の
設
置
ま

た
は
連
常
に
要
し
た
費
用
の
二
分
の

一
の
瓶
(
泣

出
世
は
品
川
尚
二
千
万
川
、
述
常
費
は
最
高
宝
石

』
ハ
ト
.
力
刊
(
.
年
間
)
ま
で
五
年
間
支
給
さ
れ

ま
す
)
た
だ
し
、

.
4業
主
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ

れ

一
一
附
を
限
度

t
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
長
野
師
人
少
年
室

6
2
@
7
8
1
7
)
 

(
宮

0
2

i 導
方入

予介K
7誇C
ン 4末ょ
を主岳「

警高 7
話度
し
た

労
働
行
で
は
昨
午
じ
川
、
介
護
に
関
す
る
企

業
内
悩
祉
制
度
の
戦
備
を
促
進
す
る
た
め
の
具

体
的
な
あ
り

H
eぷ
す
「
介
護
休
業
制
度
等
に

閲
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
策
定
の
育
景
に
は
、
近
年
、
高
齢
柳
化

・

核
家
族
化
な
ど
か
ら
、
家
旅
の
介
護
が
労
働
者

に
と

っ
て
職
業
生
活
を
継
続
し
て
い
く
上
で
の

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

介
議
休
業
制
度
な
ど
介
謎
に
附
す
る
企
業
内
で

の
福
祉
制
度
の
戦
備
が
、
労
働
行
の一
制
祉

m進

の
観
点
か
ら
強
〈
求
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。



-案内図(一部)

カメラスケッチ

年
と
も
い
わ
れ
る
こ
の
隈
元
に
は
第
六
天
が
祭

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
に
搾
が
捕
え
ら
れ

魔
王
と
呼
ば
れ
る
第
六
天
が
黙
ら
れ
た
の
は
、

古
門
沢
城
の
鬼
門
除
け
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

有
沢
峨
は
安
骨
岡
山
の
支
峠

・
峨
の
山
(
じ
よ

う
の
や
ま
)
の
頂
上
に
あ

っ
た
室
町
期
以
前
の

山
城
、
で
、
城
、
午
し
は
吉
沢
氏
部
之
介
光
綱
f

と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
す
。

---AH 

明
治
の
頃
か
ら
は
米
作
と
養
蚕
が
成
叫
ん
に
な

り
、
一
十
九
年
二
八
九
六
)
に
新
道
邸
州
東

線
が
開
通
し
役
場
、
学
校
な
ど
が
設
置
さ
れ
ま

す
と
.F
伯
紳
は
次
第
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
の
頃
、
東
塩
川
小
学
校
に
軍
隊

が
駐
屯
し
ま
し
た
が
そ
の
中
に
作
家
の
中
野
竜

治
が
お
り
ま
し
た
。
彼
は
二
等
兵
と
し
て
昭
和

二
十
年
六
月
じ
召
集
さ
れ
、
九
川
四
日
仁
引
集

解
除

t
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
聞
に
体
験
し
た

こ

t
を

吋第
三
班
長

t
木
島

一
等
兵
』
『
子
供

の
こ

t
』
『
米
配
給
所
は
残
る
か
』
な
ど
に
書

い
て
い
ま
す
。

「
往
還
を
奥
へ
の
ぼ
っ
て
行
く
と
床
属
な
ど

が
あ
る
。
豆
腐
席
、
忠
く
だ
し
ゃ
農
薬
も
売
っ

て
い
る
雑
貨
尾
、
そ
れ
か
ら
か
わ
い
ら
し
い
郵

便
同
が
あ
る
」

(
『米
配
給
所
は
伐
る
か
』
)

住
還
は
今
の
県
道
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
終
戦
前

後
の
石
神
地
方
が
し
の
ば
れ
る
作
品
で
す
。

*民
女族
女音

楽
楽
し
く
4皮* n本およびドイツのロマンチック街道友好
与，ム 親祥事業として「フュ ッセナーハーモニーコ
重吾宵
*ンサート」が9円14円、丈化会館で行われま

した。 ドイツの伝統的なこの楽問、明るく楽

しい民峡音楽制高奏してくれました。

女堤
ヲ~~

女沿
L、

コ
ス
モム 浦野の水11'，・幸さん (67歳)がこの者に柏;

ス;えたコスモスがみごとな花をHけ、周Inlの人
R たちの日を楽 しませてい ます。自宅哀の阿，fL

* }l 1~:い、約500 メ ート ノレにわたっ て咲き誇った赤、
白、ピンク、買の花は8:巻です。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
で
は
、
「
介
諮
休
業
を
取

得
で
き
る
労
働
者
は
男
女
労
働
者
と
す
る
、
』

t
」

な
ど
対
象

t
な
る
労
働
者
の
要
件
や
要
介
護
者

の
範
阿
や
、
勤
務
時
間
の
嬬
縮
等
の
措
置
な
ど

が
も
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

長
野
船
人
少
年
室
(
宮
0
2

6
2
@
7
8
1
7
)
 

女守
安ろ
安う

妨
_. .島一
ぅ_.ぺ3守、 5・.~ o;'{4 
「 ・・."t.. 
占有国. ~ ( I λ* 9刊月m か川山ら川ま灯てで¥汁、J凡「句カ内子防展」パカがf
L- ... 合v回西武ててで、や、開カか.れました。側側)長野県成人病予防

一協会の主催で、わかりやすいバネノレや写真で

〔の説明、食生活や各種の相談、 コンピュータ

チェックなどにおおぜいの人が訪れました。

7 10. 広報うえだ5.[ア〕



龍光院の月餅水(東前山)

こ
ん
こ
ん
ど
漉
く

組
た
院
の
山
門
を

i
旬
、
池
小
山
"

に
折
れ
る
と
山
で

Mm附
し
た
『
ふ
れ

あ
い
の
mh
遊
少
道
」
に
介
流
し
ま
す
。

少
し
泌
を
伸
ば
す
と
、
以
州
に
「
山
け

州問中小」

t
い
う
山
市
が
あ
り
ま
す
。
今

で
も
清
水
ぶ
澗
れ
る
こ
と
な
く
、
こ

ん
こ
ん
と
い
関
与
さ
品
て
お
り
、
北
円
か
ら

名
中
小
と
し
て
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

組
光
院
で
は
、
水
道
や
作
戸
以
前
か

ら
飲
料
と
し
て
こ
の
水
合
使
丹
て
い

た
そ
う
で
す

「
川
帥
」
と
い
う
れ
の
山
米
は
、
こ

の
恥
の
形
が
小
川
依

f
の
川
餅
に
似

て
い
る
か
・
ら
だ
と
か
仲
秋
の
u
h
M

の
炎
、
こ
の
泉
に
川
町
司
た
渦
川
は
た

と
え
よ
う
も
な
い
美
し
き
で
あ
っ
た

と
も
-
E
H

い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
石

町
一
の
将
位
し
た
様
か
ら
み
て
も
、
か

な
り
山
く
か
ら
渇
い
て
い
た
泉
だ

t

mu
わ
れ
、
川
辺
か
ら
聞
き
伝
・
λ

て川内

み
に
く
る
人
も
多
か
司
た
に
述
い
あ

り

ま

せ

ん

(

総

光

院

所

有

)

小坂裕見子さん (26歳 ・新田〉

，Iiくなった電話帳を
一枚・枚使って、鍋や

フライバンのIF8ふきに。

りつミうページ数が.t

いので、長〈使えます。

また、いらなくなっ

たもので、ちょっとし

た再利用も試みていま

す。例えば、買い物で

もらう紙袋を何層にも

はって章ねたフアイ JL-.

手紙や封筒などを分顕

するのに使っています。

あと、ティッシュボッ

クスなどの空き箱を利

問した小物入れな1::'b. 
今後、牛乳バックを使

ったはし置きな Eも作
ってみよう t思います。

紙袋や空き箱でr工作」

11-

おいしいお料理を

だくさん作りたい

小林枝里子ちゃん

〈南小・ 5~)

わだし

lまえく め

{81 7 10. 広報うえ定'5.

ゃっf乍り」にi夫め、アイス
クリームやクッキ一、チー

ズケーキなどを作り、家族

に食べてもらいました。こ

れからも、おいしい料理を

たくさん作りたいです。

|年生のとき 「こまった

さんのオムレツJの本を読

んでもらってから、早〈料

理を作りたいなぁと患って

いました。今年の夏休みの

自由研究は、卵を使った「お



lゎタI
/右/:::!! 
/し/と/
f伺 Ij .... i卓私の川 f'lo を f~ し t

巳ー コ...，_ げる t奥の開iに泌されま
「ー ィイf寸l した。 1--を見る t表彰状

d出p…すき…げ
'LJ日日百¥'られていました。略って
寸ニニヱ二二二」 すぐ、お聞きしたことは「塩

沢さんは社会のため仁大

変ご寄附されておられますが、そのお気持ち

に心から感謝rf1しI:lf文!布施設も利用させて

いたfJきありがとうございますJ C申し上げ
る t 、福沢さんは「私u.n 常の無駄を~rìl 、て人

のためになれば、符に存んでいただけるので

心が安まるのですJ t ;~7fって無駄ぞ省〈 心理
になった思い11'.ぞお訴ししてく fゴさいました。
r私が幼児のときでした。食時の tき、 AIJ
かけについたご飯事立を下でばらばらと払い落

としたので、/lJ:税が r/::'んな物でもその中に

は仏織が市っていて無駄にするとけがや病気

になりますよ』 と行われたことがどうしたこ

とかいつまでも心に悦きHいて、ぞれから何
でも物ぞ大切に与えるようになりましたJ と

諮ります。

塩沢さんはaに「幼児のtきは感覚の時代で
すから、税の心の;_~呪がそのまま心に染み込

みますので、人の心をλ・切にすることもJ!ll.屈
でなく税の感覚で知りました。そのため先生

や父tも明るく "liし合っていましたJ と語る
お話しに心から感動しました。

廷に塩沢さんは続けて「幼児期には殺の動作 l
や訴し万、 .~;o必の写II~'<1. ~卒、みんなその子の'
性絡を形成します。ふだん明るく話し合いの

第)Jをしている家庭の rはl切るいイーになりま
す。結局いつも明るい雰II~気の小でこそ厳し

いしつけカrtl'，米るのです。.m子でn寺々テレビ
や新|けlで起きているI1IH留などを検討してみる
とやきた教材になり、心カ'j.必じ作ってそれに

家に大{'A柱が祈ることも感じさせます。 その

反対に両親がお花いにfll.of-の批判をし合って
レると子どもは家J.mまで桁川 しなくなってゆ

きます。 どんなにdli級な臓にL、る純でも子を
欣任Lて不良にしたら誠に残念な結果になり

ます。子を誠実な n)~ るい性物にすること は何

百億の財産よりl'tjf(です」。

fti1:炎に私カf r極i尺さんの~á しみと生きがL 、

lま….とお1rijいすると r多くの人t知り合い、
話し合って相手のためになってあげる t楽し
くて老イヒしませんJ ~ ~1fっていました。

塩沢さんは、職業tしではより多くの人と接
することが出米る巡究を職業に選ぴ、初めか

ら柄もたばこも断って、ただ勉強の連続で成

績抜群で、誠実な性俗だったそうです。

主主島 竪さん(72歳・下堀)

自己紹介

日本のイメージ

その①

豊
か
な
生
活
、
親
切
な
信
州
人

併
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
い
わ
'
戸
し

は
小
川
か
ら
参
り
ま
し
た
飽
力
以

t

中
し
ま
す
。「
純
」
は
け
ぶ
-
J.て
は
「
あ

わ
ぴ
」
。
日
の
二
州
で
す
が
、
刈
く
て

日
本
に
米
る
ま
で
食
べ
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
日
本
に
米
て
九

ょ
う
ど
米
日
で
.
.
.
年
に
な
り
ま
寸
。

わ
た
し
は
小
川
川
大
法
紡
織
仁
川
下
院

で
修
上
全
修
了
し
、
五
年
間
大
学
講

師
そ
勤
め
て
日
木
に
米
ま
し
た
。今、

じ
州
大
学
仁
川
子
系
研
究
科
の
防

L
L
A

科
}二
年
生
。
専
門
は
繊
維
集
介
体
の

力
学
で
す
。

コ
シ
ヒ
ユ
|
タ
の
前
に

市
町
つ
て
の
毎
日
で
す
が
、
-
以
い
結
川ポ

が
な
か
な
か
山
山
ず
、
煩
が
術
い
で
す
。

「
日
本
」
だ
ん
だ
ん
好
き
に
/

中
国
に
い
る
と
き
に
抱
い
て
い
た

日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

A

，t
だ
い
ぶ

違
い
ま
す
。
テ
レ
ど
で
見
て
い
た
日

塩沢さんの人生観
その②

大
好
き
卓
球
と
畑
仕
事

-
本
は
向
い
ピ
ル
、
速
い
新
幹
線

t
良

い
印
象
が
あ
っ
た

一
方
、
殺
人

・
盗

難
な
ど
は
、
翻
訳
し
た
日
本
の
本
や

ニ
ュ
ー
ス
な

E
で
よ
く
見
ま
し
た
。

小
国
で
は
句
』
の
よ
う
な
司』
と
を
あ
ま

り
報
道
し
て
い
な
い
の
で
、
日
本
が

危
な
い
凶

t
思

っ
て

い
ま
し
た
。
日

本
へ
米
る

t
き
机
り
は
、
伎
は
で
き

る
だ
け
ぷ
述
と
い

っ
し
ょ
に
い
く
帰

り
、
山
山
か
け
る
と
き
は
必
ず
鍵
を
締

め
、
お
令
は
ど
こ
か
に
隠
し
た
ほ
う

が
い
い
と
念
を
抑
し
ま
し
た
。
わ
た

し
は
と
き
ど
き
鎚
を
締
め
る
の
を
忘

れ
た
こ

t
が
あ
り
ま
す
が
、
.
皮
'
u

取
雌
に
巡
っ
た
・
』
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

川
本
は
安
全
、

dr
利
な
同
で
す
。

わ
た
し
は
日
本
人
の
ぷ
述
が
お
お

ぜ
い
で
き
、
結
の
川
、
山
か
な
午
前
、

礼
儀
正
し
い
民
旅
、
続
切
な
む
州
人

な
ど
良
い
印
象
ば
か
り
が
残
り
ま
し

た
。
わ
た
し
は
第
二

の

故

郷

日

本
が
だ
ん
だ
ん
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

家
の
中
に
ず
っ

と
い
て
も
一
日
は

過
ぎ
ま
す
が
、

わ
た
し
は
体
を
動
か

す
こ
と
が
健
康
、
ひ
い
て
は
若
さ
を

保
つ
秘
け
つ
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
に
は
三
度
の
食
事
よ
り
も

好
き
な
こ
と
が

二
つ
あ
る
ん
で
す
。

一
つ
は
八
年
ほ
ど
前
か
ら
始
め
た
卓

球
に
、
ぞ
れ
と
畑
仕
事
で
す
。
卓
球

は
午
前
中
、
自
宅
か
ら
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
ま
で
三
十
分
ほ
ど
歩
い
て

通
い
、
約
二
時
間
汗
を
流
し
ま
す
。

相
手
は
主
に
六
十
代
の
男
性
と
。
そ

し
て
、
自
宅
ま
で
ま
た
歩
い
て
帰
り
、

午
後
は
自
宅
か
ら
往
復

一
時
間
ほ
ど

の
場
所
に
あ
る
畑
で
作
業
を
す
る
の

が
日
課
な
の
で
す
。
小
学
校
時
代
か

ら
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
も

と
も
と
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な

せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
か
げ
で
、
今
ま
で
病
気
ひ
と
つ

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
や
っ
ぱ

り
、
好
き
な
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
で

き
る
と
い
う
こ
と
は
憲
高
で
す
ね
。

体
の
動
く
限
り
続
け
た
い
で
す
。

の

わたしの場合

⑤ 

7 10. 広報うえ定5.[9] 
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相談は県上回消費生活センターへどうぞ

「
洗
剤
そ
ん
燃
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
券
を
持
っ
て
民
会
所
へ
行
っ
て

く
だ
さ
い
」

|

|

集
会
所
を
川
り

て、

H
川
締
代
品
や
食
料
品
を
燃
料

で
配
り
、
手
川
ハ
バ
合
成
肌
り
し
し
げ
冷
的

な
判
断
h
M
を
ま
ひ
さ
せ
て
、
的
終
的

に
は
羽
℃
伽
川
、
屯
ハ
バ
治
療
協
な
ど

本
命
出
品
を
先
り
つ
け
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
尚
法
を
「
S
F
州
法
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
興
情
状
態
か
ら
覚
め

て
み
る

t
必
要
も
な
い
し
、
ぃ
H

川
純
で

あ
っ
た
り
、
臨
時
じ
設
川
凡
さ
れ
た
会

自分と戦った人々………………………辻村明

中年クライシス・..........・・・…・・・・・・…・・・・河合隼雄

ぼくは勉強ができない…....・H ・-……山田詠美

とかげ・..............................・・・・・・・・吉本ぱなな

英国貴族と侍日本…...・ H ・....・ H ・マークス・寿子

Zこを直せばよくなる日本・・・・・・・……-杉山徹宗

寝たきり老人の周辺・....................・・・青木みか

チヱルノブイリからの風…・……....・H ・本権成一

行きつけの后...・H ・H ・H ・-…...・H ・..……山口瞳

情報狂時代・..

これでわかる病院の検査・.................奈良信雄

生々流転・……・-…..….....・H ・.....・H ・岡本かの子

オバタリアンにイバラの花束を

(メ〉 新才i本
υ 案 内
仁〉

図書館町~2)0880

-------------------E
・・・・・・・・・・・・圃・・
E

う
ま
い
話
に
出
向
か
な
い

い
つ
も
冷
静
な
判
断
力
を

エプロン百科

場
、
て
の
版
必
で
あ
る
た
め
、
.
肱
光
業

打
の
所
作
が
.
小
川
で
、
返
品
、
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
な

E
の
ト
ラ
ブ
ル
が

引
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。

「興
奮
状
態
」
に
陥
る

fご ・ マ ・ な ~I:
でth最つ 'FS 
もて近て場 F
ら呼のいで 1M
えび相ま行法
る 11:談すわは
とめ事 。れ
いら伊l る 11~
うれ ケ近
の、 1で
で l前 スは
つ品 が民
いが 多京
てた・ くや

行
っ
た
。
前ぃ

μ
二
人
仁
川
ま
れ
て
出

て
こ
れ
な
く
な
司
た
。
州
し
で
も
-b

い
た
く
て
、
し
か
た
な
く
利
州
の
契

約
を
し
て
し
ま
っ
た
。

マ
興
併
状
態
に
な
旬
、
う
ま
い
訴
に

そ
の
と
き
は
良
い
耐
品
だ
と
思
っ
て

契
約
し
た
。
京
に
州
っ
て
尚
川
川
が
い
H

川

傾
な
の
に
勺
づ
き
、
本
政
か
ら
も
解

約
す
る
よ
う
に
パ
わ
れ
た
。

マ
京
に
ト
.
が
り
こ
ん
で
「
此
い
物
を

あ
げ
る
か
ら
、
近
所
の
人
た
ち
を
集

め
て
も
ら
い
た
い
」

t
Rわ
れ
、
八

-・・堀田かつひ乙

授業による救い....・H ・....・H ・....・H ・-…林竹二

美智子さまと縫子さまの新皇室づくり

・・・・・・・・・・松崎敏弥

スペインの雨・..............................・・佐藤正午

アンジエリーナ・H ・H ・-・………………・・小川洋子

ダブルニッケル・.....................・・・・・・・・・大友康平

白い道をゆく旅...・H ・H ・H ・.....・H ・..…岡百合子

ザ・ファンタジー………...・H ・..………友野詳

指名解雇・................................・・・・・・・・清水一行

食前食後....・H ・…....・H ・........・H ・......邸永漢

拒食症・過食症とは……・・……………生野照子

キャンプで蓬いましょう・・…・・・・・・・…・ー・田中律子

赤い酒窃・…….....・H ・....…・-…・・……・・半村 良

マリリン・モンロー鰻後の17週
...・H ・...ピーター ・ハリー・ ブラウン

大病人日記・..............................・・・・・伊丹十三

も-
E
E

・E・----

人
集
め
た
。
「
こ
れ
が
欲
し
い
人
」

t
m
A
q』

E

一一ーは
わ
れ
て
次
々
に
手
を
上
げ
、
日
間

{

口

m
を
ち
ら
っ
た
。
最
後
に
「
こ
の
か
叩

同
が
欲
し
い
入
」
・
と
言
わ
れ
て
思
わ

ず
手
を
上
げ
て

L
ま
い
、
契
約
さ
せ

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
2

と
て
も
閑
っ
て

い
る
。

7 10. 

景
口
聞
に
つ
ら
れ
な
い

広報うえだ5.

こ
れ
ら
の
ケ
!
ス
は
、
雰
州
h
A
に

を
き
込
ま
れ
て
つ
い
契
約
し
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
「
た
だ
」
よ
り
も
い
仙
い

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被山下
.
H

に
遭
わ

な
い
た
め
に
、
抗
日
川
に
つ
ら
れ
て
山

向
く
の
は
危
険
で
す
。

相
談
は
円
十
め
に
県

t
川
市
貨
生
前

セ

ン

タ

ー

(
宮
台
}8
1
5
7
)
か、

市
午
前
環
境
課
(
内
線
1
3
9
0
)

へ
E
う
ぞ
。

••••••••••••••••••••••••.•••••••••• 

函固固
圏盟国

一
不
思
ロ
聞
に
な
っ
た
も
の
、
ぼ

一
し
い
も
の
を
の
り
ま
し
た
ら
、

…

・
生
活
圏
明
演
課
(
内
線
1
3
9
…

-
O
)
ヘ
ご
遵
絡
を
。

マ
ペ
ピ

l
体
屯
叫
川

1
0
0
0
円

マ

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
無
料
マ
食
終
乾

燥
機
無
科
マ
テ
レ
ビ

(
u
t
M
イ
ン

チ
・
リ
モ
コ
ン
付
}
2
0
0
0
円

マ

火
飯
舵
傑
凶
慨
無
料
マ
ミ
ユ
ス
テ
レ
オ

1
0
0
0
円

マ

屯

気
こ
た
つ
(
河
川
，

×
河

H
-
)
1
0
0
0
円

マ
ガ
ス
ス
ト

ー
ブ
(
小
さ
め

)
2
0
0
0
内

マ

ソ
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ま涙
ば不
tだ足
号きか
1意ら
5識乾

e~ く
に邑

最
近
、
目
が
疲
れ
や
す
く
、

ゴ

ロ
ゴ
ロ
し
た
不
快
感
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
で
ワ
ー
プ

ロ
を
長
時
間
操
作
し
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
で
し
ょ
う
か
。

L

目
が
疲
れ
る
、
熱
い
、
重
い
、

」
ゴ
ロ
ゴ
ロ
・
と
し
た
異
物
感
が
あ
る
、

聞
け
に
く
い
:
・
。
こ
の
よ
う
な
痕
状
は
一
保

不
足
か
ら
お
こ
る
「
ド
ラ
イ

・
ア
イ
」
と

い
う
病
気
が
原
闘
の
場
合
が
多
い
で
す
。

ド
ラ
イ
・
ア
イ
は
パ
ソ

コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ

Q 
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-EEE------圃
圃
圃

a-

主
婦
♂
「こ
ま
切
れ
の
時
間」

佐
藤
誠
子
さ
ん
(
臼
歳
・秋
和
〉

デ
ィ
ス
プ
レ

ー
表
示
機
器
が
増
え

る
オ
フ
ィ
ス
環
境
と
密
接
に
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。
人
は
普
通
、

↑
分
間
に
二
十
回

く
ら
い
ま
ば
た
き
守
し
ま
す
が
、
デ
ィ
ス

プ
レ

ー
を
説
視
す
る
と
五
削
ぐ
ら
い
に
減

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
阪
は
鼻
、
物
な
ど
を
洗

い
流
し
、
眼
球
の
表
面
を
澗
し
、
角
肢
を

透
明
に
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ま
ば
た
き
の
阿
数
が
減
り
、
振
の

誌
が
不
足
す
る
と
、
日
が
乾
い
て
眼
球
の

表
面
に
あ
る
細
胞
が
傷
つ
い
て
し
ま
う
の

で
す
。

な
ど
、子

育
て
を
し
て
い
て
ノ
イ
ロ

ー
ゼ
に
な

る
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
わ
た
し

も
子
育
て
を
し
て
い
た
こ
ろ
「
朝
起
き
て

洗
濯
し
て
、
お
む
つ
取
り
替
え
て
、
ミ
ル

ク
飲
ま
せ
て
・:
こ
れ
で
人
生
終
わ

っ
て
し

ま
う
の
か
な
」
な
ん
て
思
っ
た
こ
と
も
事

案
。
今
考
え
れ
ば
、
自
分
の

一
生
か
ら
見

る
と
は
ん
の

一
瞬
で
し
た
け
れ
ど
も
。

そ
れ
な
ら
ば
「
外
に
出
れ
ば
い
い
ん
だ
」

と
い
う
こ
と
に
気
付
き
、
最
初
は
子
ど
も

を
お
ぶ
っ
て
連
れ
て
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

子
E
bが
凹
人
い
る
の
で
、
た
ぶ
ん
子
H

と

も
に
お
金
が
か
か
る
よ
う
に
な
る

t
、
ま

た
出
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
・:

自が疲れたら休ませて

と
き
ど
き
目
を
休
め
る

こ
れ
ら
か
ら
、

日
が
疲
れ
た
か
ら
と
水

で
洗
っ
た
り
、
市
販
の
円
誕
ぞ
使
わ
ず
に
、

専
門
医
の
診
療
を
お
納
め
し
ま
す
。

ま
た
、
毎
日
の
生
活
の
小
、
て
、
デ
ィ
ス

プ
レ

ー
と
向
き
介
う
問
、
怠
識
的
に
ま
ば

た
き
の
川
数
を
増
や
し
た
り
、
と
き
ど
き

uを
休
め
て
速
く
の
対
色
を
眺
め
た
り
、

涙
の
ぷ
発
を
防
ぐ
た
め
冷
暖
房
機
か
ら
の

凪
に
広
被
当
た
ら
な
い
工
夫
、
部
川
町
の
山
川

皮
ぞ
低
く
し
な
い
こ
と
も
必
要
で
す
。

••••••••••••••••••••••••• 

す
る

t
、
六
十
歳
近
く
に
な
っ
て
、
あ
る

程
度
お
金
も
暇
も
向
山
川
に
な
っ
た
と
き
、

果
た
し
て
立
ち
上
が
れ
る
か
な
と
考
え
ま

し
た
。
多
少
な
り
と
も
、
そ
の
地
蝶
の
よ

う
な
も
の
を
作
っ
て
お
き
た
か
っ
た
の
で

す
。講
演
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
な
ど
、
自

分
の
や
り
た
レ
こ
と
っ
て
、

二
十
代
、
て
や

る
の
と
、
五
十
代

t
で
は
違
う
と
思
う
の

で
す
。
や
は
り
五
十
代
、
六
十
代
に
な
っ

て
も
、
あ
る
桂
皮
柔
軟
性
を
持
っ
た
目
、
で

い
る
に
は、

二
十
代
か
・
つ
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
対
応
で
き
る
力
を
養
っ
て
お
か
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

フ
ァ
l

(
1
人
鎌
け
用

2
脚
)
無
料

マ
家
庭
用
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
l
ン

1

0
0
0
0
円

マ
剣
道
防
具
一
式
〈
小
学

校
潟
学
年
1
中
学
生
)
無
料

マ
百
科

辞
典
(
小
学
生
1
中
学
生
)

1
0
0
0

0
問

マ
世
界
文
学
金
集
無
料

マ
日必

勝
み
ミ
シ
ン
無
料

マ
七
五
三
普
物
一
式

(7
議
・
女
)

マ
子
ど
も
服
〈
2
歳
ぐ
ら
い

・
努
女
)

マ
ぶ
ら
ん
こ
マ
ベ
ビ
l
キ
守
リ
l

マ

ワ
ー
プ
ロ
マ
冷
蔵
隊
(
大
き
め
の
も
の
)

マ
プ
ロ
ハ
ン
ガ
ス
周
湯
沸
か
し
器
マ

セ
ミ
ダ
ブ
ル
ペ
ッ
ド

マ
麗
外
用
流
し
台

マ
た
ん
す

マ
ぶ
ら
下
が
り
機
マ
巡

勤
講
引
(
神
川
小
用

-m
1則
H
B，
)

阿川
先
着
順
に
紹
介
レ
ま
す
の
で
、
す
で
に
成

約
し
た
物
は
ご
了
急
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
は
ほ
っ
た
ら
か
し
と
い
う
ほ
ど

で
も
な
か

っ
た
で
す
が
、
自
分
に
は
「
こ

ま
切
れ
」
の
時
間
が
あ
る
と
思

っ
た
の
で

す
。
「
こ
ま
切
れ
の
時
間
し
か
な
い
」
と
考

え
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
も
の
は
考
え

よ
う
で
「
こ
ま
切
れ
の
時
間
の
中
に
自
由

な
時
間
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
」
と
。
そ
の

方
が
気
楽
で
す
し
・:
。
外
の
空
気
を
服
う

と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
家
の
中
に
い
る
だ

け
で
は
理
解
で
き
な
い

こ
t
っ
て
、
た
く

さ
ん
あ
る
は
ず
J

て
す
。
若
い
う
ち
は
特
に

そ
う
で
す
よ
ね
。
生
き
方
や
考
え
方
も
必

}aq
，a
 

ず
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
だ

t
思
い
ま
す
。

日 7 7ι 広報うえだ5.



四T-~\)I情報
実コープながの第2回生協まつり
c>と~ 101弓17日日件前1日時から午後2時30分まで
c>と二ろ 上回滅菌事公罰 [>内容 コープ碕昂の展

示即売、牛乳パック回収 ・空き缶つぶし、野漢の販売、

安員会の研究発表、子どもの広縁ほか b入場料 書覇
軍司 令問い合わせ 笠活協同組合コープながの上回セ

ンター・関口 (ft2ii4151)

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
/

創
造
館
刊
月
の
催
し

••• 
・
星
空
観
望
会

マ

と

き

叩

月
お
日
出
午
後
7
時

加
分

1
9
時

マ

と

こ

ろ

ぷ

体

観

測
本

(umek
)

マ
そ
の
他

受
け

付
け
は
午
後
7
時
加
分
ま
で
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料

-
男
性
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ

と

き

叩

月
幻
日
出

・
白
日
旧

(
午
前
9
時
1
午
後
4
時
初
分
)

マ
と
こ
ろ
パ
ソ
コ
ン
教
宅

(
2
附
}

マ
対
象
川
崎
必
以
上
の
別
性
(
加

入

)

マ

受

講

料

5
0
0
円

マ

申
し
込
み
刊
川
口
日
仰
午
前
9
時

... 
~~ ' 
， ， 

10/8(金)
・15金)

午前9時~
午後5時

(
宮

@

1
1
1

よ
り
・
屯
話
で
創
造
館

1
)

へ

-
親
子
映
画
教
室

マ
と
き

ゅ
川
引

n川
午
前
川
時

i
ゆ
昨
日
分

・
午
後
2
時
1

2
山
川
内

分

マ

と

こ

ろ

悦

聴

覚

栴

(
3
附
)

マ
内
容

①
歩
む
の
が
た
り
l
併

話
「
之
浜
L

よ
り
乞
セ
ロ
ひ
き
の
ゴ

l
シ

ュ

マ

入

場

料

無

料

-
親
子
写
生
大
会
・
写
真
撮
影
会

マ

と

き

川

H
9
η
ω
l
日

n州、

日
円
は
け

ω
-
u
n
m
マ
と
こ
ろ

い
に
し
え
の
丘
公
附
付
近
、
民
池

八
ム
州
付
近
ほ
か
マ
対
象
山
内
に

住
む
m引
火

イベントが盛りだくさん

い
の
ち
・
愛
・
人
権

上
回
展
へ
お
こ
し
を

••• 
マ
と
き

ω川
日
日
刷
i
川
口
日

川
(
い
ず
れ
も
午
前
叩
時
l
午
後
7

時

)

マ

と

こ
ろ

ジ
ャ
ス
コ
は
て

い
や
上
附
暗
(
常
山
2
)
1
附

マ

内
容

上
山
市
人
権
円
売
の
あ
ゆ
み
、

部
部
解
欣
へ
の
道
筋
な
ど
マ
問
い

合
わ
せ
同
和
付
策
法

(内
線
1
6

4
2
)
 

C;.....r~ 
h、ー.

人権について考えてみよう

「
青
年
海
外
協
力
隊
」

説
明
会
を
聞
き
ま
す

••• 
持
っ
て
い
る
技
術
や
経
験
を
、
川

先
途

K
Mで
引
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き
叩
川
初
日
附
午
後
G
時

上回創造館/
/ I 
日本画・洋画・彫刻・工芸
大人 500円
高枝生・大学生 300円
小 ・中学生無料

・問い合わせ上小美術会事務局

(fi@3196) 

-入場料

別
分

1
9
時

マ

と

ニ

ろ

中
央
公

民
館
(
材
木
町
1
・A
H
阿
庁
舎
南
隣
)

マ
資
格
初
歳
か
ら
却
歳
ま
で
の

日
本
同
時
を
持
つ

η年
別

K

マ
問

い
合
わ
せ
川
町
庁
川
際
課
(
宮
0
2

6
2
の
-7
1
7
3
)

上
回
女
子
短
期
大
学

児
童
文
化
研
究
大
会

••• 
マ
と
き
山
川
同
日

ω午
後
1
時

1
4
時

叩

分

マ

と
こ
ろ

しし

m女

子
短
期
大
学
(
下
之
郷
)
マ
内
容

同
立
音
楽
大
学
教
授

・
繁
ド
和
推

さ
ん
の
講
演
、
て
「
取
が
う
ま
れ
る
と

き
へ
分
科
会

マ
そ
の
他

臨
時
保

育
室
を
設
け
ま
す
。
日
月
9
口
出
ま

で
に
は
が
き
で
巾
・
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

k
m女，
r続
期

大
学
児
古
文
化
研
究
所
{
宮
@
2
3

5
2
)
 

[12] 7 10. 広纏うえだ5.
10月14日附~同18日間午前9跨~午後5時 (18日は午後3時
まで)/文化センター(材木町1・合同庁舎爾隣)/入湯無料第四回信州版画展



• 
“都市緑化月間"

113置よ壊直

• 

ベ
ベ

a『

a「

『
A
「

a「
a「

市
職
員
の
採
用
試
験

消
防
・
技
能
労
務
職

••• 
市
で
は
、
米
年
度
保
川

Jr山
花
の
職

円
以
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
人
員
外
職
相

t
も
粁
干

名

マ

必

要

書

類

①
受
験
巾
込
山
什

(
総
務
課
に
あ
り
ま
す
}
②
版
歴
詐

(
高
校
在
学
者
は
全
国
高
等
学
校
統

一
用
紙
を
使
用
し
、
そ
の
他
の
人
に

(主催者の都合により変更する窃合があります)
-・
・....".:匂
，fi 

l
 

，ri--』1 

・
・
司
副
倒
閣
ヴ

・
4

-

H

一

，
.
『

，

里
・

・

里

・
2

a

i

 

e

z

 

，

F

一-

a
曹
司

-s世
S

-二の丸1-2.ft@0762

つ
い
て
は
総
務
課
に
あ
る
も
の
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
)
③
最
終
学
校
成

総
証
明
書
(
高
校
在
学
者
は
調
査
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
)
④
健
康
診

断
書
(
公
立
医
療
機
関
で
受
診
し
た

も
の
)
⑤
位
同
切
手
添
付
の
白
二
重

封
筒
(
合
否
連
絡
用
。
あ
て
名
を
記

入

)

マ

申
し
込
み

叩
月
4
日
聞

か
ら
同

n
n働
ま
で
仁
市
役
所

3
階

総
務
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

月日 儀 し 時間 入窃方混 問い合わせ

倒/110 0 1 
長野大学吹奏楽部

14: 00 無料
長野大学

第17固定期演奏会 ⑧e350 

品
ウエダ ・ピア・93

(I)13: 00 
①②マ日島陽子1M;賀会 無料 市商工諜
ルシアショー í~IB : OO 

誌
同敏劇団

金剛山歌劇団公演 13: 00 上回公演
実 行委

蜘1/ 3 1 民音 「チェスタ ・メヒ 18: 30 会員券 (財)民音
カーナ93(ラテン)J

市民会館

-材木町1-2-3.ft@07印

2 "な
O問 お
2 L、、
i合 土
1 わ 11程
2 せ 口
O は
4総閉
)務庁

課臼
(て
内す
線

申し込みは総務課へどうぞ

-5年度上田市職員募集要項

冒邑 4重 受機資絡 試験日 科目|
千

昭初44年4 ;ただし、平成

消防職 月2日以後:5年d月18
(高卒程度) t二主主まれた J現在、上田市 11月11日巾 数獲試験

人 : !是である人、
午前8時 面 主妻~ iたl;t勉学な

ト一一ー
どのため一時 受付開始 作 女

技能労務職 昭和例年4 他市町村に居 同S時30?1- 4生絡検査
(業務員削) 月2日以後 位しているが 試験制始 体力線変
庁寮母務員等・給食員・ 1:生まれた 被験1:1.上岡市

(高卒程度}
A 7 .民である者

出/ 110 B 
国 際

講演と映ii!jjの集い 10: 00 無料 スコーレ
②9533 

は18J 
長野マンドリン

18: 30 500円
アンサンプル演奏会

E 
市民フォーラム

13: 30 無料 市厚生課
一女と努のいい関係一

出/ 16 1 第3図上田市生涯学習 13: 30 無料
市社会

市民フォーラム 教育課

文化会館

(/ 11回07 ) 
上自信風会 上回岳風会

第e4回日舎道大会
9 : 00 中島

⑫3263 

自手~3で結ぶ友の集い 9 : 00 無料 市厚生課

日31 教育講演会
教育社

(無着成著書さん)
10: 00 無料

教育⑫研72究31所

-上田原1640・宮⑮1111創造館

上
小
地
区
ワ
ー
プ
ロ

講
習
会
へ
ど
う
ぞ
/

••• 
長
野
県
女
性
就
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
主
催
で
す
。

マ
と
き

日
月

8

H
聞
か
ら
ロ
日

1
日
附
ま
で
の
日
日
間
(
午
前

9
時

1
午
後

3
時

)

マ

と

二
ろ

働
く

財
人
の
家
(
材
木
町
1
・
文
化
セ
ン

タ

ー

市

隣

)

マ

応

募

資

格

ワ

ー

プ
ロ
技
術
を
取
得
し
、
就
業
し
た
い

火
性
で
、

4
t
講
習
日
程
を
受
講
で
き

る

人

(

初

人

)

マ

受

講

料

無

料

(
教
材
費
は
れ
己

nm)
マ
募
集

期

間

叩

月

四

n
m
l同
初
日
附

マ
由
申
し
込
み
上
小
地
方
事
務
所
'
K

性
就
業
相
談
員
(
宮
@
7
1
2
2
)
、

働
く
婦
人
の
家
(
宮
@
2
9
8
8
)

中
国
残
留
孤
児
な
ど

特
別
身
元
引
受
人
に

••• 
日
本
へ
の
永
住
帰
悶
を
希
望
し
な

が
ら
、
諸
事
情
で
川
市
岡
で
き
な
い
県

内
出
身
の
桟
留
孤
児
・
婦
人
の
特
別

身
元
引
受
人
を
募
集
し
ま
す
。

マ
資
格
例
入
、
法
人
、
任
芯
間

体

マ

業

務

内

容

孤

児

な

E
の
帰

同
手
続
、
川
叩
同
後
の
日
常
生
活
の
助

言

・
指

導

マ

期

間

3
年

間

マ

手
当

月
額

2
万

円

マ

由
申
し
込
み

厚
生
課
(
内
線
1
6
0
6
)

10月7日附~岡12日以O午前10時~午後7跨/ジャスコlまていや上回庖
(常国2)/全国刑務所の作縫製昂の展示卸売、ビデオ・パネル紹介など上回矯正展7 10. 広報うえだ5.[13] 



-情報テーブル・

九平成6年度の入園受付
始まります/

心
作
保
行
刷
、
で
は
、
次
に
よ
り
米
午

度
の
入
凶
受
付
金
行
い
ま
す
。

-
入
園
で
き
る
基
準

保
育
園
に
入
樹
、
で
き
る
基
準
は
、

次
の
①
か
ら
⑥
ま
で
で
す
。
な
お
、

同
防
の
判
明
校
そ
の
他
の
人
が
児
置
を

保
育
で
き
る
場
介
は
、
原
則
と
し
て

人
同
で
き
ま
せ
ん
。

①
保
護
者
が
外
で
働
い
て
い
る

②
保
護
者
が
子
ど
も
と
離
れ
て
、
日

常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
す
る
た
め
、

チ

E
も
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

-4舟
判
明
が
山
保
の
前
後

①
保
品
叫
者
が
病
気

一
ゆ
保
護
者
が
岡
山
の
病
人
を
む
議
し

て
い
る

@
家
庭
の
災
害

EE童三司自陣孤軍御厨薗E

-
申
請
方
法

谷
保
打
倒
の
受
付

H
に
、
入
附
申

請
書
守
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
庄
園

児
、
新
入
園
児
と
も
、
閉
じ
口
に
受

け
付
け
を
し
ま
す
。

中
川
刷
乃
は
、
化
川
児
に
は
り
什
川
体
行

附
か
ら
お
波
し
し
ま
す
。
新
た
に
人

同
を
希
望
す
る
人
は
、
谷
川
体
育
同
、

児
童
保
育
謀
、
各
支
所
ま
た
は
民
生
・

児
童
委
員
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て
く

だ
さ
い
。

-
入
国
申
請
書
以
外
に
必
要
な
書
類

マ
常
勤
・
:
倣
良
徴
収
出
の

vvし
ま
た

は
隊
定
巾

t
H
A拘

マ
内
職
や
バ
l
ト
勤
務
:
・
中
必
汗
の

説
明
欄
に
事
業
所
の
証
明

マ
病
人
の
看
護
ま
た
は
保
護
者
が
病

ハ
バ
・
・
・
診
断
片
u

マ
出
版
前
後
・:
母
子
附
出
版
手
帳

マ
身
体
防
害
者
の
看
護
ま
た
は
保
護

者
が
身
体
障
害
者
:
身
体
障
害
者
手

口
火
品
叩
"
。マ
保
護
行
以
外
の
川
肘
の
観
桜
(
印

必
ぷ
洲
)
・
:
保
有
で
き
な
い
こ
と
を

証
明
す
る
み
知
{
内
職
説
明
、
診
断

書
な

E
)

・
・
中
途
入
国

年
度
の
途
中
で
、
保
護
殺
の
育
児

休
業
の
終
了
ま
た
は
緊
急
に
人
闘
が

必
.
安
と
な

っ
た
劫
介
に
は
、
人
制
で

き
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

線

1
6
3
2
}

児
笹
川
凶
行
諜
(
内

E釦胸晴世~j:院雌l筒E・IIJ:I闘=r=紐1=1圃

住
民
の
声
を

川
行
政
に
F
-

…

ふ
だ
ん
、
特
さ
ん
の
小
に
役
所

の
壮
併
に
つ
い
て
、

マ
テ
キ
パ
キ
や

っ
て
も
ら
え
な

い

マ
納
得
で
き
な
い

マ
、
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

な
ど
、
お
困
り
の
か
た
は
い
ま
せ

ん
か
。川
川
口
日
仰
か
-a
り
「
行
政
州
出
帆

週
間
」
が
始
ま
り
ま
す
ω

行
政
相

談
判
旭
川
は
、
民
れ
さ
ん
に
行
政
相
談

ぞ
広
く
知

っ
て
も
ら
い
、
利
則
し

て
い
た
だ
く
た
め
仁
全
図
的
に
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

巡
回
相
談
所
を
開
設

こ
の
週
間
の
a

つ

t
し
て
、
次

の
日
程
に
よ
り
「
巡
回
相
談
所
」

を
閥
・
き
ま
す
。

道
路
、
社
会
保
険
、
輩
記
、
七

地
改
良
、
川
市
保
護
の
問
題
な
ど
、

役
所
の
仕
い
れ
に
つ
い
て
お
附
り
の

か
た
は
、
お
気
軽
に
ご
利
川
く
だ

.
、
。

i
t
 

相
談
に
は
、
総
務
庁
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
行
政
相
談
自
民
が
応
じ
ま

す
。
相
談
は
秘
密
を
・
7
り
加
燃
料
、
で

す
の
で
、
こ
の
機
会
に

E
う
ぞ
。
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• 
惨「貸衣装」ご利用 くださ い/‘
婦人団体連絡協議会では、以前から結婚衣装の貸し

出しをしています。新昂も加えて、各種の留補一式を

安くお貸しします。 r震うにはたいへんだし、あまり
濁るものではないし・1 そんなとき、お気軽にご利用

くだ<'!い。

・問い合わせ

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

〈

8
月
届
け
出
分
・敏
都
路
〉AU

 

勾

F

-

民

υ

-

n
H
 
。。巧，
.

no
 

A
〆Mmi
 
qa
・

0D
 勾，

ρn
v
-
-

A
《

ω

・

巧

f
内

Lno
 

q
r
u

・

勺
F。，un0

・

滝
沢
英
男

竹
悶
現
徳

内
海
ト
ふ

山
口
竹
雄

本
木
幸
江

池
野
け
さ
江

関
係
正
純

T

相
弁
‘鉱
山
刀

依
田
次
僚

難
波
幸
弘

広
崎
一勝
仙
紙

赤

坂

北
治
出

踏

入

金

塚
中

町

化
惜
山
羽

よ
間
同
開

半

過

大

湯
小

泉
畑

山

三舎
が

図中計兄(霊堂@2819)

、F
， 

新
築
や
増
改
築
に
/

個
人
住
宅
建
設
資
金

••• 
マ
対

象

市
内
に
住
む
か
、
ま
た

は
勤
務
す
る
人
(
所
得
な
ど
の
条
件

あ
り
)

マ
貸

付

金

額

印

万

円

以

上

2
0
0
万

円

以

下

マ

貸

付

利

率

年

4
・

8
r
マ

返

済

同

年

以

内

マ

申

込

期

間

日

月

4
日

開

1

日
月

4
日

附

マ

問

い

合

わ

せ

管

り
品
情

実

材
木
町

小

林

く

に

市

天
神
町

池
岡
山
内
子

川
抑
制

波

辺

春

江

秋

利

河

合

消

火

手

町

比
問
弁
久
江
川
辺
町

小

林

成

子

新

聞

繊
同
美
代

子

石

川

仰

滝
沢
長
治
上
川
原
柳
町

関

三
四

郎

東

築

地

児
玉
あ
き
の
下
之
郷

消

水

袈

裟

恨

鈴

子

内
蔵
金
三

久
保
林

宮
ド
か
寿
子

ド
H
M
木

古

平

点

縦

上

本

郷

小
林
光
子

園

分

哩
諜
(
内
線
1
5
0
4
)

為
替
変
動
の
対
策
に

資
金
新
設
し
ま
し
た

••• 
最
近
の
円
高
に
よ
り
影
響
を
受
け

る
巾
・
小
企
業
者
を
対
象
に
資
金
を
新

設
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ

融

資

条

件

愉

出

高

の

総

売

上

高
に
占
め
る
割
合
が
初
計
以
上
の
輸

出

製

品

関

連

製

造

業

者

マ

融

資

限

ゅ
…
hu
同
寺
正
チ

k
青

木

印

船
…
坂
戸
純
子

北

天

神

町

日

付

…

工

藤

今

朝

吉

上

射

別

ω
…

山

崎

み

き

江

院

内

目

的
…
線
本
多
計
夫
山
田
削
士
見
台
制

時

…

級

品

道

線

内

水

平

白

日
…
.
清

水

辰

之

助

矢

沢

回

出
…
斉
藤
信
一三

大

湯

位

ぉ

…

石

弁

徳

川

白

半

過

刊M

m
…
山
中
好
成
北
米
仙
川
町

ω

4
…

僑

本

陣

新

川

部

河

一

石

弁

龍

子

下

紺

尾

町

的

別
…

A
M
沢

ユ

キ

漆

戸

mw

N

…
遠

山

都

大

手

町

削

山

崎

…
小
品

一
二
三

赤

坂

η

臼

小

池

間

ふ

さ

よ

神

側

内

日向

橋

英

千

山

町

別

保
科
・
丈
志
郎
川
門
緑
が
丘
剖

久
保
賢

一
郎

ひ

か

り

倒

阿

部

健

次

山

有

門

ω

尚
沢
み
す
い
学
泌
よ
間
関

勝

間

正

治

金

弁

加

柳

沢

直

義

中

之

条

河

中

沢

斡

夫

神

科

新

屈

侃

斉

藤

は

ぷ

め

諏

訪

部

河

合
れ
何
万
右
衛
門
採
訪
形
刊

英
介

me寸

本

町

前

払
川
凶
又
男

上

甑

尻

加

山

岳

川

波

城

北

町

凶
胞
利
夫

川

辺

町

九

玉

井

文

総

伊

勢

山

的

判
沢
武
夫
上
川
原
柳
町
出
制

住宅購入などにご利用を

度

額

逆

転

資

金

1
2
0
0
万

円

マ
融
資
利
率

年

4
・
5
M
h

マ

融

資

期
間

7
年

以

内

マ
問
い
合
わ

せ
商
工
課
(
内
線
1
4
0
3
)

6
年
周
年
賀
は
が
き

日
月
1
日
か
ら
発
売

••• 平
成
6
年
肘
お
年
玉
付
き
年
賀
は

が

き

が

日

月

1
日
間
か
ら
発
売
さ
れ

ま
す
。
上
聞
郵
便
局
、
て
は
、
合
図
版

・

信
越
版
を
含
め
お
万

8
6
0
0
枚

を

発

売
。

な
お
通
信
販
売
も
行
い
ま
す

の
で
、
叩
月
日
日
樹
ま
で
に
備
え
付

け
の
用
紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ

問

い

合

わ

せ

上

回

郵

便

局

(

宮

@
2
2
7
6
)
 

秋
の
大
掃
除
月
間

10月は

家
族
そ
ろ
っ
て
大
国
掃
除
を
し
て

清
潔
で
、
快
適
な
暮
ら
し
を

/

ヘ
}
ノ
・
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
ち
ら
つ
と

峡
記
て
今
年
の
新
米
は
例
年
よ
り
も
小
総
』

a
u
¥と
い
う
話
を
聞
い
た
。
そ
の
と
き
は

/
¥

「ふ
ー
ん
、
そ
う
な
の
か
」
と
聞
き
流

し
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
う
ち
は
田
ん
ぼ

を
持
っ
て
い
な
い
か
ら
、
よ
け
い
そ
の
よ
う
な

作
物
の
話
題
に
は
鈍
感
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

確
か
に
、
台
風
が
多
く
、
お
ま
け
に
短
い
夏
だ

っ
た
の
で
、
作
物
の
生
湾
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

ま
っ
た
く
、
今
年
は
全
国
的
に
水
害
の
多
い

年
だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
異
常
気
象
と
い
え

る
の
か
ど
う
か
:
・。
と
れ
で
、
あ
っ
と
い
う
簡

に
冬
が
来
て
、
大
寒
波
や
大
雪
と
い
う
こ
と
に

な
ら
な
け
れ
ば
い
い
が
。
(
に
し
ざ
わ
}

-巡回行政相談所

き ところと

午前 9時
話王国公民館10Ji! 

『亙午
18日
午後 l時

}llilii公民館{月)
-4時

午前9時
城高公民館10月

ー.iE午
19日

午後 1時 よ野が丘ω 
-4時 公震鎗」

坂田

関

めはえ

長谷川芽生

-行政相談委員(敬称略)

氏名 | 住所 ・電話
由ぶげ |殿城1290(赤坂)

三井憲茂|…-15-函泌See-・ー

ゐさら|富安曽3986(柳沢)
ヨ世 r - - ----f~ a& 2457 

常事寄域5-4・6(城北J
清子 ト…
8@  1466 

御所205-11(御所)

ft ~ 1400 

-
広
報
担
当
に
な
る
前
は
、
自
分
と
し
て
は
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
字
は
て
い
ね
い
に
、
ゆ
っ
く

り
と
書
い
て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
。
が
、
最
近

で
は
め
っ
き
り
早
く
な
っ
て
字
が
き
た
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
き
た
な
い
と
い
う
よ
り
は
、

へ
た
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
と
心
配
し
て

い
る
(
も
と
も
と
う
ま
く
は
な
い
の
だ
が
・
・
・
)
。

早
く
書
く
の
は
原
稿
だ
け
で
な
く
、
普
通
の

文
書
を
書
く
と
き
も
、
つ
い
つ
い
万
年
筆
が
早

く
動
い
て
し
ま
う
。
之
れ
は
、
原
稿
締
め
切
り

と
い
う
、
自
分
に
と
っ
て

u
悪
魔
H

が
と
り
つ

い
て
い
る
以
上
、
直
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

怒
っ
て
い
る
。
で
も
、
少
し
余
裕
を
も
ち
、
極

力
て
い
ね
い
に
書
こ
う
と
心
が
け
よ
う
と
思
っ

て

い

る

。

(

せ

ま

)
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-斉藤 32たん
(3織 ・よ湾木)

rs月に弟ができて、少
しお兄ちゃんらしくなっ
てきました。トンボ、パ
ッタなどの虫取りが大好
きJと母の幸子さん

保健診tt
保健予防諜 (内線 1374)

百日ぜき・ジフテリア・破傷風

・三種混合予防獲穫 (3回目)

9月の 2回目に続き、 3回目を下去の tおり行いま
す。詳しくは、 8月1日付Uf広報」をご覧ください。

b接種時間 午後 1時30分から 21昨30分まで。 1>そ

の他 駐車場が狭いため、主主での米場はなるぺ 〈ご述

慮<t.ごさ い。

・三種混合予防接種目程表

会 場 手4
実施日

対象地区
3 回

川西社会縞"fltセンター
10月6日附

111 西
1:野 が 丘公民航 tljl科・盟敗

rli保健 セ ン会ター館 けil':n.北部
川辺町 10月8日幽 川辺 ・泉凹
神)11.t也区公民館 神 JII 
rli 保健センター

10月15日掛
凶部:・塩尻

!J，i問母子健康センター .l':，i 悶

111 保健センター
10月19日(刈

東部 ・ql央
自 自子 開T 1t ぬI JI&. 下

予 市保健センター 11月9日ω 南部・北部・首都 ・嵐)f~
川辺・泉fEI・初科・盟殿

備

日 市保健センター 11月12日掛
京都・中央・峻下・神川
猛111・川西

小児まひ予防

・ポリオ生ワクチン
1>対象 平成5年 1月 1日から同年6月30Rまでに

生まれた幼児(4歳未満て今まで1Inlも受けていない、
または l回だけ受けた幼児も合みます) 1>投与方法

6週間以上の間隔をおいて、 0.05meずつ 2田技与し

ます。 1>接種時間 午後 1時30分から 2時30分まで。

1>持ち物 母子健康手帳、 1111診摂(赤ちゃん手帳の

中にあります。会場にも用意) 1>注意事項 ①赤ち

ゃん手l阪の ~I Iの「予防接種前後の注意事項」をよくご

覧くださ L、。②三種混合接種後は2週間、麻しん般都

後iま1カ・月間、ポリオの投与が受けられません。③下

痢をしている幼児は受けられません。④駐車場が狭い

ため、司王での米場はなるべくご述1志ください。

・ポリオ(小児まひ)予防接種目程表

会場 γ，

iIi 保健セン世ー

尾正問母(-健康センター
一上野が丘公民総

川商社会総干11センター

三 好町会自l'i

市保健センター

一神川島主代公 KI官

JII 辺町 会 館

実施日
対象地区

1(n) 21"1 

JI(古書 ()'高入・泉町・I二常ID・中#，111.

10 11 ド百~1I1-.lt常111-材木町.~i;入)

JJ JJ 
商榔{ド制tlill11j'. 鎌!京 ・ I!Y~品 ・ 析日1) ・

12 25 
，JI(，iJji~H:rj( ・ 7削除町 . *'~が Jí: ・ 3庁

[J 口
1i! .Uがíc~t .緑がf王 I時 ・峨;Itl

ω b初 fa IB 
神科・鍵殿

10 11 川西
13 26 線下(~ゆ (~ 

F肩書l! (IH犬神田f ・ :îFI7.. ~t天神町 ・
t<":Jt:開r.l¥医師r-4:町・..jai.;llr-大下
同f)

10 11 中央 {術開f- j毎野田f ・原町・ 袋町・ .~t:，

IJ I1 場開r-Hlllr -Jl!緑町・ 本田f ・ ~t人了}

1~ 30 
北宮s(1:)1111;[柳町・下川Il:i柳田f・受
行脚r-I :U~ifìPI J ・ 3似合同r ・ l:llj l h - l~ 

11 11 IIÍlLJ ・ ~IIJI (fI r-統lH・11111・卜.割t1111llf)

~ ω 復尻{秋布l・よ温尻・下泌氏}

神 )11

川辺・泉箇

“高齢社会の
福植と医療"

/O月九⑧J;ZZJ
働 〈婦人の家(材木町)

講師矢島 嶺さん

現在武石村診療所長・武石村高齢者
多目的センター所長・畏野県医師会
理穆。理事門は胸郵外科・量削
在宅医療・在宅福社。

広書ラ左足ず5.1ι 1 [16] 
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